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SAKUJI TANAKA

RI会長メッセージ

ロータリーの未来を支える新世代奉仕

A Message from President

皆さんご存じの通り、現在、ロータリーには 5 つの奉仕部

門があります。第 5 の奉仕部門、最も新しいのが、新世代

奉仕です。新世代奉仕にはたくさんの方法がありますが、

今月号でその幾つかをお読みいただけると思います。

青少年は未来のリーダー

　子どもたちへの教育、母子の健康の改善、家族の健康な

生活の支援――これらはすべて新世代への奉仕です。また、

ポリオの撲滅を通じ、次世代の子どもたちがポリオのない世

界に生まれてくることができるようにすることによって、私

たちは新世代に奉仕します。

　ローターアクト、インターアクト、ＲＹＬＡ（ロータリー青少

年指導者養成プログラム）、青少年交換などのロータリーの

青少年プログラムは、新世代奉仕の非常に重要な部分を占

めます。今日の青少年は、未来のリーダーであるということ

を忘れてはなりません。若いリーダーを育成すること、そし

て彼らを新会員として迎え入れることによって、私たちは地

域社会をより良くし、ロータリーの未来を確かなものとする

ことができるのです。

　私は長年、セールスマンとして働いてきました。ずっと昔

のことですが、良いセールスマンであるだけでは十分でな

いということを学びました。良い製品を扱っていなければな

りません。良いセールスマンなら、最初の取引には成功する

でしょう。しかし、良い製品がなければ、取引に成功するの

は最初だけです。取引に 2 度目はありません。

　ロータリーに新会員を迎え入れればいいというものではあ

りません。会員であり続けてほしいのです。私たちは若くて

新しい会員に、長くロータリーの会員でいてほしいと思って

います。私たちは彼らに 10 年後、20 年後、30 年後にロー

タリーのリーダーになってほしいと願っています。

新しい視点で見る

　どのようにすればよいのでしょうか。私たちの製品に目を

向けなければいけません。ロータリーを自分たちの視点から

ではなく、新しい視点で見なければなりません。会員候補

者に入会を断られたら、その理由を尋ねるべきです。これ

は入会するよう圧力をかけるためではなく、より多くの情

報を得るためです。入会への障害になっているものは何な

のか。例会時間が合わないためなのか。ロータリーに費

やす時間が多すぎるのか。それとも、これまで私たちが考

えもしなかった理由があるのか。

　このような重要な事柄を質問し、それに対して、私たち

は答えを出さなければなりません。新しいことを始めるに

は、ただ「前例がないから」という理由で「いいえ、そう

いうことをするつもりはありません」と言うことはできな

いのです。例えば、例会の時に、子どもの世話をするよう

にしてみませんか。また、家族にプロジェクトに参加して

もらってはどうでしょうか。例会出席要件を緩和したり、

例会の回数を減らすなど、さまざまな方法を導入してはど

うでしょうか。　

　私たちの新しい奉仕部門、新世代奉仕は、ロータリー

の未来を支え、「超我の奉仕」において重要な一歩なので

す。

2012-13年度 国際ロータリー会長

田中　作次



2
GOVERNOR’ S MONTHLY LETTER 2012-2013

ガバナーメッセージ A Message from Governor

2012-13年度 第2640地区ガバナー

北中　登一

秋と言えば｢秋の七草｣が思い出されます。

山上憶良が｢萩の花 尾花葛花 撫子の花 女郎花 また藤袴 朝貌の花｣と歌いましたが、これが秋の七草の由来となっている

ようです。『萩』という字は、秋を代表する草という意味で、日本ではこの字を『ハギ』に当てたと言われています。尾花の

事をススキといいますが、尾花というのは穂の出たススキが獣の尾の形に似ているので、その名があるようです。

葛は、皆様ご存じのように旺盛に成長し、繊維は強靭であるので蔓は綱の代用に用いられ、根は肥大して澱粉に富み、葛

粉の原料になります。

撫子は、女子サッカーでもとても有名になりましたが、大和撫子といい、日本女性の美称として用いられるようになりました。

草間時彦氏は撫子について、『まさに秋草の中の女性である。女郎花も女性であろうが、あれは年増という感じ、撫子のよう

な初々しさはない』と書いておられます。

女郎花の由来は明らかでないようですが、一説にはオミナメシ ( 女飯 ) の意味で、小さい黄色い花を栗の飯にたとえたの

でしょう。

藤袴は、女郎花の首を縮め白色ないし薄紫の小さくて縦長の花をびっしりとつけた形で、花の頭が揃っているので小さな

傘をさしたようであります。

憶良の歌には朝貌とありますが、朝に咲く美しい花という意味で、キキョウを朝貌と呼んだのでしょう。

9 月を迎えます。皆様には、ご多忙の日々をお過ごしかと思います。お忙しいという事は、それだけ奉仕活動に専念され

ている事を意味するのです。まずは職業奉仕に忙しく、続いて社会奉仕に忙しいのでありましょう。私は今年度のキーワード

として『ロータリーの原点に帰ろう』を掲げました。皆さんもう一度、ロータリーの根幹に流れる理念を見つめようではあり

ませんか。

今月は新世代のための月間であります。インターアクト、ロータアクト、青少年交換プログラム、青少年・ライラを総称し

て新世代部門と言うのですが、中々一般に言われるほど、相互間の交流は少ないように思われます。もっともっと活発に交

流を願いたいものであります。私は、新世代を相手にする奉仕活動はとても面白く、やり甲斐のある部門であると思います。

『鉄は熱いうちに打て』といいますが、彼らは柔軟性を持っていて、我々

の意のままに指導する事が出来ると思うのです。それだけに我々にも大い

なる責任があることも事実です。人間というのは弱いものです。一生懸命

に志を起こし、学びの道を歩もうとしても、一人では自分に負けてしまい、

くじけてしまう。しかし、よき師 ( ロータリアン ) をもち、志を同じくする

友がいれば、その道を歩み続ける事ができるのです。ただし、どんな師で

もよいというわけではありません。道元禅師は『正師を得ざれば学ばざる

にしかず』とおっしゃり、大工と材木にたとえています。どんなによい材木

であっても、下手な大工に出会えば台無しにされてしまう。けれども、腕

のある大工であれば、たとえ粗悪な材木でも節や曲がりを上手に活かしま

す。そんな意味で、我々ロータリアンも、新世代の方々のよき師となる事

が肝要でありましょう。更に道元禅師は、『霧の中をゆけば、覚えざるに衣

しめる。良き人に近付けば、覚えざるに良き人となる』とおっしゃいました。
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深い霧の中を歩けば衣服が自然と湿っぽくなるように、心掛けの良い人と親しんでいると、いつの間にか自分も良い人になっ

ているという事です。そんな意味で、ロータリアンは若人の手本にならねばならない。若人は、我々をじっと観ていると思い

ます。

私が、青少年交換委員として活動を始めたのは、昭和 58 年ですから、この頃にお世話した学生たちは既に立派な社会人

として活躍してくれています。嬉しい事です。東日本大震災で被災した学生達の心を少しでも癒してあげようと、23 人の学

生達をオーストリアに派遣されたと言うニュース、皆様ご記憶に新しい事と思います。なんとこの時に、上司に直談判して、

最低の運賃にしてくれたのが Lufthansa の職員で、以前に当地区からアメリカヘ交換学生として派遣された学生でした。

不思議なご縁としかいいようがありません。一昨年は、かつて大阪狭山 RC でお世話いただいたアメリカからの学生が、奥

さんを連れて来宅、今 San Diego の大学にいるが、間もなくミズーリの大学に教授として赴任するとの事、新婚旅行を兼

ねて昔お世話になった家族に会いに来てくれたのです。すべての学生とは言いませんが、お世話させていただいた学生の一

部が立派に成長し、世のため、人のために尽くしてくれていることは事実です。そんな意味で青少年交換事業は、意義深い

事業の一つです。どうぞ勇気を出して、トライしてください。皆様方の活躍を期待しながら。

今年 8 月、東日本大震災で被災した福島の高校生 23 人（元青少年交換学生
2 人を含む）とロータリアン 2 人がオーストリアを訪問し、現地で文化や自然に
触れました。  
「被災地の高校生を受け入れたい」という第 1910・1920 地区（オーストリ
ア）の青少年交換委員長からの 1 通の Eメールが、今回のプロジェクトの始まり
でした。この Eメールについて知った第 2530 地区青少年交換委員長、渡辺浩
子さんが、福島県相馬市と南相馬市の各高校に参加者募集を呼びかけました。「私
自身も、震災のショックと原発事故の不安でいっぱいでしたが、被災地のロータ

リアンとして何かをしなければならないと思い、決心しました」と渡辺さんは振り返ります。募集の結果、40 人以上
の応募があり、その多くが、津波で自宅を流された子や、家族を亡くした子、原発で避難を余儀なくされ両親が失業
した子でした。「そんな状況でも前向きな子どもたちがいることに、一筋の光が見えました」と渡辺さん。オーストリ
ア政府と日本の外務省からの後援、第 2760 地区（愛知県）の協力、さらにルフトハンザ航空による運賃半額割引
に加え、事前のオリエンテーションでは在日オーストリア大使自らが相馬市に足を運ぶなど、各方面から多くの支援が
ありました。
オーストリアに到着した一行は、文化や歴史のツアー、トレッキングやスポーツ、オペラ鑑賞など、3 週間の訪問中

にさまざまな体験をしました。参加した高校生の一人、鈴木ひかるさんは、次のように感想をつづっています。「人の
温かさに触れた。命を感じた」。同じく参加した高校生、菊池優里さんは、現地の人々との交流について、次のように
つづっています。「拙い英語やドイツ語に、必死に耳を傾けてくれる人がいました。地震や津波の話を聞いて、泣いて
くれる人がいました。別れ際、泣きやまない私たちを、黙って抱きしめてくれた人がいました」。最終日にはウィーン
で日本大使館主催のさよならパーティーが催されました。  
渡辺さんは次のように語ります。「21 人の生徒たちは、いつかきっと、世界のどこかで誰かに手を差し伸べること

ができると信じています」 
詳細は『ロータリーの友』2011 年 11 月号をお読みください。 

オーストリアのロータリアンが福島の高校生を招待

国際ロータリー・ニュース：2011 年 12 月 29 日
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～ 東国、蝦夷の地の復興に向けて ～

地区新世代奉仕委員会　委員長

ガバナーノミニー 辻　秀和

Words

新世代月間によせて、未曾有の東日本大震災の被害で未だに以前の日常生活に戻れない状況の

中、東北岩手県大槌町立大槌中学校の吹奏学部の子供達の『奇跡の復活』についてアピールした

いと存じます。

2011 年 3 月 11 日の震災直後の 5 月、大槌中学校吹奏楽部の楽器が全て校舎ものともに流

されて部活動そのものが、停止していると聞き及びました。

この苦難のときに、街の人々を勇気付けるのは音楽であり、しかも数々の栄光ある大槌中学校吹

奏楽部の復活だと大槌ロータリークラブの会長様から助言をいただきました。大槌ロータリークラ

ブは、メンバー 2 名が津波の犠牲となり大半は家屋を流されてしまい解散同然の状態でしたが、子供達への支援の受け皿に

なるために、又、街の復興の為に今も存続しつづけておられます。そのご努力に最大の敬意を表します。

その 6 月に楽器を購入するための支援金を、大槌町に持参させていただきました。その後全国各地から続々と支援金が寄

せられて、秋ごろには地区の大会に出場できるほどに復活し、子供たちの奏でる吹奏楽でどれだけ多くの人々を、慰め励ま

すことが出来たことでしょうか。

そのような状況の下、1 年半近く過ぎた今夏、河内長野ロータリークラブの有志が中心となり、「市民の会」を発足させ、

8 月 6 日から8 月 9 日までの 4 日間大槌中学校吹奏部の皆様をお招きするための滞在日程を、私達は計画しました。

その中で 8 月 8 日「絆」コンサートを“ラブリーホール”で開催いたしました。まさに4 日間を通して、大槌町の子供達

と私達とが暖かい「絆」でしっかりと結ばれました。引率の大槌中学校校長先生は『出発前の子供達の演奏よりも数日経っ

た今日の演奏のほうが一段と進歩している。』と評価されました。これは演奏能力を向上させるのは、楽器の演奏練習や舞台

演出だけでなく、いかに人々の「hospitality」の心が、子

供達に自然に伝わることが重要なのかを、学習させていた

だきました。

この 4 日間の計画を、勇気を持って受け入れて頂きまし

た大槌町の皆様、この計画を無条件にご賛同いただき、心

からお支えいただきました皆様、RI2640 地区の社会奉仕

プロジェクトでも何でもないのに、ご理解とご協力を賜りま

した地区役員の皆様全ての方々の「無条件でのご協力」が

どれだけの力になったか計り知れません。

全てに、感謝 !! 感謝 !! あるのみでございます。

最後に今一度、感謝 !! でございます。ありがとうございま

した。
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Smile crosses the border　＜笑顔は国境を越える＞
2012-2013年度　インターアクト地区ターゲット

地区インターアクト委員会　委員長

山崎　規男

Words

インターアクトは 12 歳から18 歳までの青少年のための国際ロータリーの奉仕クラブです。毎

年インターアクトクラブは少なくとも 2 つの社会奉仕プロジェクトを行い、そのうち 1 つは国際理

解と親善を推進するものとされています。

ハロルド・トーマス元 RI 会長（1959－60 年度）の呼びかけにより、1962 年米国・フロリダ

州メルボルン高校に世界で初めてインターアクトが誕生しました。今年はインターアクトが誕生して

50 年という大きな節目の年で現在１１０余りの国と地域で 11,000 近くのクラブと20 万人近く

の会員の組織となりました。日本に初のインターアクトクラブとして、1963 年仙台育英学園高校

に誕生しています。

今年 6 月にインターアクトでは初となる｢第１回全国インターアクト研究会｣を第 2680 地区がホストとして神戸で２日間に

亘って開催。この研究会では北海道から九州までロータリアン、インターアクト顧問の先生が多数集い、全国550のインター

アクトが結びつき理解を深め、情報を共有し、一層各クラブの今後の活動に活かされるように感じました。

当地区もここ数年毎年新しいインターアクトクラブが誕生し、14クラブ、会員 266 名（2012 年 7 月 1 日現在）に増

加するなど非常に活性化されています。

昨年 12 月の海外研修はロータリアン・顧問の先生を含め８０名を越えるメンバーでマレーシアを訪問し、現地のインター

アクターと交流し、現地のロータリアンの家庭でホームステイを行いました。

2012-2013 年度は、顧問代表を初芝富田林高校（提唱クラブ富

田林 RC）が務め、インターアクト年次大会は、7 月 22 日にホスト高

野山高校（提唱クラブ高野山 RC）として和歌山県の高野山大学黎明

館にて開催。清教学園高校元顧問の飯阪保先生の｢今なぜ食育なのか

｣をテーマに記念講演のあと昼食会をはさんで世界遺産高野山の壇上

伽藍・霊宝館・金剛峯寺等の探訪を行いました。各行事毎にホスト校

を決めてインターアクター、学校顧問の先生、各提唱クラブ、地区が

協力して進めていきます。今後の行事は下記の通りです。ロータリア

ン各位のより一層のご理解・ご協力を頂き、ご参加をお待ちしています。

担当校行事 日程（予定）

初芝立命館中学校・初芝立命館高校・初芝橋本高校リーダーシップフォーラム 9月9日 (日 )

精華高校・賢明学院中学高校・帝塚山学院泉ヶ丘中学高校国際交流親睦会 9月30日 (日 )

羽衣学園高校・清風南海中学高校海外研修オリエンテーション 11月18日 (日 )

初芝富田林高校海外研修 12月26日 ( 水 )
から30日 (日 )

清教学園高校三者交流会 2月3日 (日 )

開智中学高校・香ヶ丘リベルテ高校海外研修報告会 2月17日 (日 )

松原高校新入生歓迎会 6月2日 (日 )



6
GOVERNOR’ S MONTHLY LETTER 2012-2013

ロータリーの「青少年交換プログラム」について

地区青少年交換委員会　委員長

山田　正人

Words

巷には、たくさんの留学機関

（旅行会社も含めて）があります。

ロータリーの青少年交換プログ

ラムはそれらの留学斡旋機関と

同じなのでしょうか？違うので

しょうか？違うなら、どう違うの

でしょう？なぜ、若い人たちが、

他の留学斡旋団体でなくロータ

リーのプログラムに魅かれるのでしょうか？費用の面からで

しょうか？プログラムが素晴らしいのでしょうか？それとも他

に理由があるのでしょうか？

答は、ロータリーの青少年交換プログラムは、外国語の

習得や異文化交流よりも「平和の親善大使」となることを

第一の目的にしているからではないでしょうか？少なくとも

そうあるべきだと思います。1年に3つ～4つのホストファ

ミリー、提唱クラブのロータリーファミリーにお世話にな

り、学校や地域の中で何百人と言う人々に出会うでしょう。

様々な出会いの中で、「気づく」ことは彼らの体験をより

多様で豊かなものにします。このプログラムは、これから

の若い人たちの育成に力を入れたプログラムです。派遣

学生なら日本と留学先の国の、受入学生なら母国と日本

の将来の懸け橋となる人材を育成するプログラムなので

す。　

「ロータリアンの人数が少なくなった」「高齢化して高校

生の世話ができなくなった」「家族に高校生くらいの年代

の子どもがいなくなった」等の話をよく耳にします。だが、

視点を変えて、ロータリアン以外の家庭を含めて複数の家

庭にお世話になりながら、一人の高校生が日本の家庭を

3 つ～ 4 つ体験することで得られる経験は、「違いを認め

（異文化理解）」「多様性を身につけ（多文化共生）」「自

分自身を振り返る（自己理解）」ことができ、未来のリーダー

シップを身につける貴重なものだと思います。しかも地域

のクラブのロータリーファミリーの一員として人間関係を

持ち、その地域の「草の根の親善大使」として活躍する

ことは、その後の人生で大きな意味を持つことと思います。

近年、「海外からの学生の質が落ちた」「ロータリーの留

学の意味が分からずに来る」「派遣学生にしても感謝の気

持ちが少ない」などの意見を耳にします。高校生という時

代は疾風怒濤の時代です。時には迷いや誤りもあるでしょ

う。悩みも大きいと思います。経験不足のために周囲に迷

惑をかけることもあるでしょう。こんな時こそ、より深い愛

情を持ち、1 年をかけて若者をより成熟した大人へ導くこ

とをロータリーの奉仕の精神と考え、より深く関わること

こそが、ロータリークラブの存在を意味あるものにし、ロー

タリークラブを優れた国際平和の機関にすることだと確信

します。

地区内の多くのクラブから学生を送り出していただき、

外国の学生を受け入れていただき、学生と共に地域奉仕、

社会奉仕にいそしんでいただき、クラブの活性化を図りな

がら、ロータリー精神を広めていっていただきたいと思い

ます。
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ローターアクト活動について

地区ローターアクト委員会　委員長

岡田　安司

Words

昨年度に引き続き、地区ローターアクト委員会の委員長に就任しました。昨年度は突然の就任と

環境の変化で戸惑い、アクトのメンバーや地区の関係役員の皆様方には大変ご迷惑をおかけしまし

た。この場をお借りしてお詫び申し上げます。

さて今年度最初の行事として、8 月５日 ( 日 ) にリーダーシップフォーラムを無事終了することが

出来ました。その際、今年の行事の予定が発表されましたので以下に報告します。

全国統一アクトの日（ホスト：泉大津ＲＡＣ）

2640・2660 交流会　（ホスト：御坊ＲＡＣ）

4 地区連絡協議会（ホスト：2650 地区 京都市内予定）

地区連絡協議会（ホスト：堺ＲＡＣ）

三者交流会（ホスト：河内長野ＲＡＣ）

全国ローターアクト研修会（ホスト：2720 地区／熊本）

新旧役員エレクト研修会（ホスト：富田林ＲＡＣ）

ＲＡＣ地区大会（ホスト：新旧地区役員会 )

2012 年

　　　

　　　

2013 年

9 月 9 日　 　　　　　　　

10 月 20 ～ 21 日　　　　　

12 月 16 日　　　　　　　

1 月 13 日　　　　　　　　

2 月 3 日　　　　　　　

2 月 9 ～ 10 日　　　　　

4 月 7 日 or 14 日 or 21 日

6 月 15 日　　　　　　　

内容日時
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青少年ＲＹＬＡセミナーについて

地区青少年・ライラ委員会　委員長

仲峯　豊

Words

日頃、各クラブの皆様にはＲＹ

ＬＡ活動にご協力を賜り心より感

謝申し上げます。北中ガバナー

より2012-2013 年度の地区

青少年・ライラ委員長を拝しま

した仲峯豊（泉州 KUMATORI

ロータリーＥクラブ）と申します。

次世代の指導者を養成する重要

な青少年・ライラ委員会の委員長を拝命させていただき

心より御礼申し上げます。緊張感と責任感でいっぱいでは

ありますが、RI2640 地区各クラブの皆様方の御協力・

御指導をいただき、今後ともよろしくお願い致します。

9 月は新世代のための月間です。青少年達に温かい真

心の手を差し伸べ、各クラブの新世代奉仕委員会の皆様

にご尽力を賜りますようよろしくお願いします。

本年度の第 32 回ＲＹＬＡセミナーは、田中作次ＲＩ会長

のＲＩテーマ「奉仕を通じて平和を」（Peace Through 

Service) に基づき「平和について考える」（Think 

About Peace) をテーマとして、開催して参りたいと思

います。

いわゆるＲＹＬＡは、14 歳～ 30 歳までの若い人のため

のＲＩ常設プログラムです。ライラ研修生には、日常生活

の中で『平和』の心を持って、地域での奉仕活動を推進し、

素晴らしい活動をされた方々を表彰して参りたいと思いま

す。具体的なＲＹＬＡセミナーの内容に於きましては、月 1

回の地区ライラ委員会で詳細を協議してまいります。

一言で『平和』と言っても、いろんな答えが返って来る

と思います。まず私達が考える『平和』とは、直ぐに出て

くる言葉は「戦争のない世界」だと思います。そして世界

中のあらゆる文化や宗教に於いても『平和』という概念が

それぞれ違います。また、人によっても異なります。そし

て今年度の地区方針は「奉仕を通じて幸せを」

（Happiness Through Service) であります。世の中

の人達は、自分が今は幸せだと感じた瞬間、その人は『平

和』を感じるかもしれません。そこでＲＹＬＡセミナーを通じ、

ライラ研修生が如何に『平和』を考えそれぞれ出た答えを

如何に他の人の為に行動に移せるかが今回のＲＹＬＡセミ

ナーの目的でもあります。

特に新世代の青少年の関心事は「非行・いじめ・自殺」

があります。

その事についてもＲＹＬＡセミナーを通じて何かを掴んで

いただければと思います。

まさに田中作次ＲＩ会長が述べられている言葉の中に「奉

仕を通じて（中略）他者への尊重の念が高まり互いに対す

る尊重の念があれば、人々は平和に暮らすことができると

思います。」とあります。ゆえに今回のＲＹＬＡセミナーを

通じ、人の為に行う奉仕活動の中にこそ、ライラ研修生ひ

とりひとりの心の中に『平和』の種が芽生えるものと信じ

ております。

私自信もライラ研修生と共に常に人の為に奉仕すること

が、心から幸せだと感じて行けるよう成長していきたいと

思います。また素晴らしい『平和』の心を持った青少年を

見つけ出して、ロータリアンの皆様から称賛される指導者

へと育成し、共々に歩んで参りたいと願う次第です。
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吉村 元伸
よしむら もとのぶ

所属クラブ：
職 業 分 類 ：
生 年 月 日 ：

羽曳野
電気供給
1958年12月20日

山崎 昌宏
やまざき まさひろ

所属クラブ：
職 業 分 類 ：
生 年 月 日 ：

和泉南
綿織物
1968年2月11日

安倍川 信
あべかわ まこと

所属クラブ：
職 業 分 類 ：
生 年 月 日 ：

泉佐野
国際空港
1952年4月18日

後藤 潔
ごとう きよし

所属クラブ：
職 業 分 類 ：
生 年 月 日 ：

関西国際空港
損害保険
1949年9月7日

堀 信一
ほり しんいち

所属クラブ：
職 業 分 類 ：
生 年 月 日 ：

関西国際空港
放射線科
1956年3月26日

川上 寛一
かわかみ かんいち

所属クラブ：
職 業 分 類 ：
生 年 月 日 ：

関西国際空港
ガス器具販売
1937年10月16日

遠山 智
とおやま さとる

所属クラブ：
職 業 分 類 ：
生 年 月 日 ：

河内長野
生命保険
1981年2月2日

田村 ちず子
たむら ちずこ

所属クラブ：
職 業 分 類 ：
生 年 月 日 ：

河内長野東
医療療法士
1950年10月25日

四宮 章夫
しのみや あきお

所属クラブ：
職 業 分 類 ：
生 年 月 日 ：

河内長野東
刑事弁護士
1948年11月21日

浜辺 好正
はまべ よしまさ

所属クラブ：
職 業 分 類 ：
生 年 月 日 ：

串本
司法書士
1950年6月11日

角山 哲夫
かくやま てつお

所属クラブ：
職 業 分 類 ：
生 年 月 日 ：

串本
広告業
1941年3月17日

谷 賢司
たに けんじ

所属クラブ：
職 業 分 類 ：
生 年 月 日 ：

串本
水道工事
1950年10月11日

北中 江都子
きたなか えつこ

所属クラブ：
職 業 分 類 ：
生 年 月 日 ：

大阪狭山
医療事務
1946年4月15日

米澤 美保
よねざわ みほ

所属クラブ：
職 業 分 類 ：
生 年 月 日 ：

大阪狭山
歯科事務
1968年1月13日

中村 博樹
なかむら ひろき

所属クラブ：
職 業 分 類 ：
生 年 月 日 ：

堺
証券業
1963年1月30日

槌屋 藍
つちや あい

所属クラブ：
職 業 分 類 ：
生 年 月 日 ：

堺中
介護老人福祉施設
1972年10月16日

砂原 孝史
すなはら たかし

所属クラブ：
職 業 分 類 ：
生 年 月 日 ：

堺フェニックス
薬剤師
1972年3月23日

中田 聡
なかだ そう

所属クラブ：
職 業 分 類 ：
生 年 月 日 ：

堺フェニックス
公認会計士
1982年12月24日

小寺 康之
こてら やすゆき

所属クラブ：
職 業 分 類 ：
生 年 月 日 ：

新宮
バス事業
1951年9月14日

中西 正人
なかにし まさと

所属クラブ：
職 業 分 類 ：
生 年 月 日 ：

田辺東
水道工事業
1964年4月22日

岩崎 泰人
いわさき やすひと

所属クラブ：
職 業 分 類 ：
生 年 月 日 ：

田辺東
歯科医
1952年6月29日

新入会員のご紹介
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野村 憲司
のむら けんじ

所属クラブ：
職 業 分 類 ：
生 年 月 日 ：

田辺東
一般廃棄物収集運搬業
1970年5月3日

堂西 誠治
どうにし せいじ

所属クラブ：
職 業 分 類 ：
生 年 月 日 ：

和歌山城南
各種メンテナンス
1971年2月17日

金谷 直俊
かなや なおとし

所属クラブ：
職 業 分 類 ：
生 年 月 日 ：

和歌山南
物流サービス業
1971年7月26日

山本 正博
やまもと まさひろ

所属クラブ：
職 業 分 類 ：
生 年 月 日 ：

和歌山南
ホテル
1951年1月15日

髭白 光司
ひげしろ みつし

所属クラブ：
職 業 分 類 ：
生 年 月 日 ：

和歌山中
生命保険
1958年11月19日

塩﨑 憲
しおざき けん

所属クラブ：
職 業 分 類 ：
生 年 月 日 ：

和歌山西
内科医
1968年7月30日

宇治田 賢三
うじた けんぞう

所属クラブ：
職 業 分 類 ：

生 年 月 日 ：

和歌山東南
工業用ゴム・プラスチ
ック製造販売
1944年4月21日

西口 昭一
にしぐち しょういち

所属クラブ：
職 業 分 類 ：

生 年 月 日 ：

和歌山東南
プラスチック加工
及び販売
1942年12月27日

敷島 鐵雄
しきしま てつお

所属クラブ：

職 業 分 類 ：

Rotary E-Club 
Sunrise of Japan
交響楽団

No Image

杉本　真一
すぎもと しんいち

所属クラブ：

職 業 分 類 ：

Rotary E-Club 
Sunrise of Japan
建築教育

No Image

田村 聡子
たむら さとこ

所属クラブ：

職 業 分 類 ：

Rotary E-Club 
Sunrise of Japan
音楽家

No Image

神武 勝則
こうたけ かつのり

所属クラブ：

職 業 分 類 ：

Rotary E-Club 
Sunrise of Japan
映像制作

No Image

佃　光
つくだ ひかる

所属クラブ：

職 業 分 類 ：

Rotary E-Club 
Sunrise of Japan
プラスチック販売

No Image

寺岡　清高
てらおか きよたか

所属クラブ：

職 業 分 類 ：

Rotary E-Club 
Sunrise of Japan
指揮者

No Image

二宮 光由
にのみや みつよし

所属クラブ：

職 業 分 類 ：

Rotary E-Club 
Sunrise of Japan
音楽マネージメント

No Image

人形寺　祥弘
にんぎょうじ よしひろ

所属クラブ：

職 業 分 類 ：

Rotary E-Club 
Sunrise of Japan
農業

No Image

山口　栄子
やまぐち えいこ

所属クラブ：

職 業 分 類 ：

Rotary E-Club 
Sunrise of Japan
衣料品製造

No Image

吉田  宏美
よしだ ひろみ

所属クラブ：

職 業 分 類 ：

Rotary E-Club 
Sunrise of Japan
公認先達

No Image

栗田　久聖
くりた ひさきよ

所属クラブ：

職 業 分 類 ：

Rotary E-Club 
Sunrise of Japan
不動産管理

No Image
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PHF・ＭPHF・ベネファクター 認証者
  2012年7月

Ｆ・・・ポール・ハリス・フェロー　　数字・・・マルチプル・ポール・ハリス・フェロー　　ＢＥ・・・ベネファクター

Club Name

Fujiidera Shura Kazuki Okada F

Rinku Izumisano Masako Kitashoji F

Tondabayashi Masaaki Tanaka F

Tanabe-East Masaaki Aisu 1

Tanabe-East Toshihiro Uehara 1

Habikino Juro Tamura 3

Kishiwada North Shozo Nishide 1

Sakai Naka Tomio Maeda 2

Kishiwada Katsuyuki Itami 7

Kishiwada Kazuo Sakaguchi 4

Kishiwada Mitsushige Murota 6

Rinku Izumisano Dr. Hiroshi Yano 2

Rinku Izumisano Junzo Nakabayashi 3

Rinku Izumisano Yukio Funakura 2

Shingu Masao Iwasaki 3

Tanabe Masanobu Tagami 1

Tanabe Seiji Oogi 1

Tanabe Yorifumi Kimura 2

Tondabayashi Hiroshi Sugita 5

Tondabayashi Kanya Tsuboi 3

Tondabayashi Katsutoshi Mori 2

Tondabayashi Masahiko Matsuzawa 1

Tondabayashi Shigeji Morii 3

Tondabayashi-Minami Akira Doi 2

Tanabe Murao Nakamatsu ＢＥ

岩本 昭明 様
新宮RC

1927年2月21日 生
2012年7月22日 死去

在籍期間 ：
職業分類 ：
表彰　　 ：

37年
建築材料配布
マルチプル・ポール・ハリスフェロー3回
第10回米山功労者 メジャードナー

訃報
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米山功労者
2012年7月

米山功労クラブ
2012年7月

クラブ 氏名 表彰名

羽曳野 田村 寿朗 第8回 米山功労者マルチプル

羽曳野 山本 正明 第8回 米山功労者マルチプル

新宮 脇村 紀年 第6回 米山功労者マルチプル

田辺 中松 村夫 第4回 米山功労者マルチプル

田辺東 佐田 一三 第1回 米山功労者

田辺東 丸山 博之 第6回 米山功労者マルチプル

クラブ 表彰名

富田林 第32回 米山功労クラブ
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文　庫　通　信 BUNKO TSUSHIN

「ロータリー文庫」は日本ロータリー５０周年記念事業の一つとして 1970 年に創立された皆様の資料室です。

ロータリー関係の貴重な文献や視聴覚資料など、２万余点を収集・整備し皆様のご利用に備えております。閲覧は勿論、電

話や書信によるご相談、 文献・資料の出版先のご紹介、絶版資料についてはコピーサービスも承ります。また、一部資料は

ホームページで PDF もご利用いただけます。

クラブ事務所にはロータリー文庫の「資料目録」を備えてありますので、 ご活用願います。　

以下資料のご紹介を致します。

◎「ロータリーとリーダーシップ」　エリオ・チェリニ　2012　8p　（第 40 回ロータリー研究会報告書）

◎「ロータリーの奉仕活動－プログラムからプロジェクトへ」　南園義一　2012　2p（D.2770 地区大会の記録）　　

◎「国際奉仕　素晴らしい体験・奉仕のノウハウと問題点」　榊原節子　2012　8p　　（D.2710 地区大会特集号）

◎「第２７９０地区で初の CLP」　成田 R.C.　2012　5p　（創立 50 周年記念誌）

◎「社会貢献的職業奉仕」　細谷伸夫　2012　1p　（D.2800 月信）

◎「中核となる価値観（CoreValue）について」　田村泰三　2012　1p　（D.2710 月信）　

◎「ロータリーの楽しみ方」　柏熊均　2012　1p　（D.2790 ロータリー情報研究会報告書）

◎「Eクラブとは」D.2650　2012　3p　（RLI 研修手引書）

◎「RI 戦略計画（2010 ～ 2013 年度）」　D.2650　2012　4p　（RLI 研修手引書）　

　　　                    

［上記申込先：ロータリー文庫 ]

ロータリー文庫の資料より（２）

ロータリー文庫

〒105－0011 東京都港区芝公園 2-6-15 黒龍芝公園ビル 3 階

TEL（03)3433-6456・FAX（03)3459-7506　　　　http://www.rotary-bunko.gr.jp

開館＝午前 10 時～午後 5 時　　休館＝土・日・祝祭日
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新クラブ紹介

大阪千代田ロータリークラブ

ＲＩ加盟認証日 

チャーターメンバー 

会長 

幹事 

ガバナー特別代表 

スポンサークラブ 

クラブ事務所 

E-MAIL

例会場 

例会日 

2012 年 8月 22日

28名

尾羽根伸幸

新井利治

堀本　欣吾（堺フラワーロータリークラブ）

泉州KUMATORI ロータリーＥクラブ

〒590－0021　堺市堺区北三国ヶ丘町 1－1－16 C－18

TEL：072－233－3360　FAX：072－233－3361

info@osaka-chiyoda.com

Ｋ'z キッチン（河内長野ラブリーホール内）

〒586－0016 河内長野市西代町 12－4

TEL：0721－56－6100

木曜日 19：30～ 20：30（ビジターフィー料金 1,000 円）

：

：

：

：

：

：

：

：

：

：
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地区大会のご案内
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地区大会記念ゴルフ大会のご案内
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黄其光（ゲイリー・ホァン）氏、2014-15年度RI会長に

台湾の台北ロータリー・クラブ会員の黄其光（ゲイリー C. K. ホァン）氏が、指

名委員会により2014-15 年度国際ロータリー会長に選出されました。対抗候補

者がいない場合、同氏は 10 月 1 日に会長ノミニーに就任します。

同氏は、ロータリーへのビジョンとして、会員を 130 万人に増強することとし、「会

員数の増加を図るためには、中国、モンゴル、ベトナムなど、発展の可能性が見

られる場所ならどこへでも、国境を越えて進出して行かなければなりません。また、

女性や若い世代の会員を増やすことにも焦点を当てていき、退会した会員を再び

ロータリー・ファミリーの一員として迎え入れ、再入会を推進することも考えてい

ます」と話します。

ホァン氏は、Taiwan Sogo Shinkong Security 株式会社、Shin Kong Life 

Real Estate 株式会社、P.S. Insurance Agency 株式会社の会長、Federal 

Corporation の理事、台北ライフライン協会の専務理事を歴任してきました。 ま

た、マラーヤン海外保険株式会社の元社長、台湾産業・商業開発協議会の創設事

務総長でもあります。

1976 年以来のロータリアンである同氏は、RI 副会長、理事、ロータリー財団管理委員、地区ガバナー、国際協議会研修

リーダー、地域セッションリーダー、タスクフォース委員およびコーディネーター、委員会委員および委員長など、ロータリー

でさまざまな役職を歴任しています。 

2000 年の香港、2011 年のクアラルンプール、2002 年のマニラ、2003 年のシンガポールでのロータリー研究会招

集者でもある同氏は、2002 年台北会長主催会議の委員長も務めました。また、現在は台湾パスト・ガバナー協議会の委

員長を務めています。 

第 3450 地区のガバナーとして、1986-87 年度に 19 の新クラブ（香港、マカオ、台湾を含む）を結成した同氏は、中

国の内務省より、その卓越した地域奉仕活動が認められ、全国市民奉仕賞を授与されています。ロータリーでは、RI 超我

の奉仕賞ならびにロータリー財団功労表彰状を受賞しています。

ホァン氏とコリーナ夫人には、3 人のお子さんがいます。

ロータリー・ニュース：2012 年 8 月 10 日

2014-15 年度 RI 会長に選出された
ゲイリー C.K. ホァン氏
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行事報告

8 月 5日　ローターアクトクラブ リーダーシップフォーラム（岸和田市立 浪切ホール）

8月 19日　クラブ社会奉仕委員長会議（ルミエール華月殿）　

8月 26日　青少年交換 受入学生歓迎会および派遣学生帰国報告会（りんくう国際物流センター）
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第２６４０地区　出席報告（2012年7月）

. . . .

9 9 0 0 0 0 4 94.03 94.03 0 0 4 .50 .50

3 3 0 0 0 0 5 9 .43 9 .43 0 0 0 0 0 0 4 86.84 86.84

000 5 5 0 0 0 0 4 95.00 95.00 6 65 3 3 4 9 . 6 9 . 6

8 0 0 4 8 .30 8 .30 3 3 0 0 0 0 4 98.30 98.30

48 48 0 0 0 0 4 80.8 80.8 6 6 0 0 0 0 5 83.99 83.99

5 5 0 0 0 0 4 93.34 93.34 4 4 0 0 0 0 5 90.83 90.83
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9 9 0 0 0 0 4 93.9 93.9 0 0 4 89.60 89.60

5 5 0 0 0 0 4 88.88 88.88 6 6 0 0 0 0 4 93.33 93.33

8 9 0 0 4 6 .8 6 .8 0 0 0 0 4 95. 3 95. 3
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RotaryE-Club
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